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研究成果の概要（和文）：英語と日本語の発話速度には有意な差がないにもかかわらず、ほとんどの日本人は英語のほ
うが日本語より速いと感じている。本研究ではその理由を調査した。速いと感じさせる原因は日本語にはない英語特有
の音声特徴および単語親密度である、という仮説を立て、それらを検証する実験を行った。その結果、英語特有の音声
特徴は必ずしも英語が速く聞こえる原因とは言えず、単語親密度の低さが主たる原因であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to search for reasons why English sounds fast to Japanese 
speakers even though there is no significant difference in rate between English and Japanese. I focused 
on the relationship between perceived rate and 1) language specific phonetic characteristics of English, 
which is typically different from those of Japanese, namely, pause distribution, stress-timed rhythm, 
consonant clusters, and reduction, and 2) word familiarity, or lexical access speed.
Experiments were conducted to examine if those factors affect English rate perceived by Japanese 
speakers. The results suggested that slower lexical access deriving from their underdeveloped vocabulary 
is the major reason why Japanese speakers perceive English as fast rather than language specific phonetic 
characteristics of English.

研究分野： 実験音声学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 多くの日本人英語学習者は、リスニング
において英語の音声が速いことに最も苦労
している。にもかかわらず、その原因はこれ
まで科学的に十分解明されてこなかった。 
 
(2) 音声がどのくらいの速さに聞こえるか
という問題は、これまで主として心理学者が
興味をもって研究してきた。しかし、心理学
者による研究のほとんどは音楽に代表され
る非言語音の速さの知覚を対象としている。
それに比べると言語音の速さの知覚を対象
とした研究は少なく、そのほとんどは母語を
対象としている。本研究のように外国語を対
象とした研究は非常に数が限られる。 
 
(3) 音声といっても音楽のような非言語音
ではなく言語音の速さの知覚となると、もは
や単なる刺激とそれに対する知覚の問題で
はなくなる。人間は言語を理解しながら聞い
ているので、言語音が即、速さの知覚に至る
のではなく、その間に言語処理という認知プ
ロセスが介入する。この点を、言語音の速さ
の知覚を研究する際には十分考慮しなくて
はならない。 
 
(4) 言語処理という認知プロセスを抜きに
して言語音の速さの知覚が解明されること
はあり得ない。この種の研究には心理学はも
ちろんのこと音声学や言語学の知識が不可
欠であり、音声学者や言語学者がこの研究に
取り組む意義と必要性はまさにこの点にあ
る。また、知覚が認知プロセスの影響を受け
るという点にこの研究テーマの難しさと複
雑さがある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は「なぜ日本人には英語が速

く聞こえるのか？」を究明することである。 
たいていの人には外国語は母語より「速

く」聞こえる。英語も例外ではない。特に、
習い始めのころは「速い」と感じられる。と
ころが学習がある程度進んでその外国語に
習熟してくると、それまで「速い」と感じて
いた外国語の音声が以前ほど「速い」と感じ
なくなる。なぜ最初のころはあんなに「速く」
聞こえたのか？また、そのうち以前ほど「速
い」と感じなくなるのはなぜか？本研究はこ
れらの疑問を科学的に解明した。 

 
３．研究の方法 
(1) 本研究で前提としているのは日本人は
英語母語話者より英語を速いと知覚してい
るということだった。まずは、これが思い込
みではなく事実であることを証明した。 
日本語母語話者と英語母語話者を被験者

として様々な速度で発音された 35 個の英文
を提示し、速さの評価をしてもらった。すな
わち、被験者は提示された音声を 7つのカテ
ゴリー（非常に遅い、遅い、やや遅い、普通、

やや速い、速い、非常に速い）に分類した（リ
ッカート法）。得られたデータをマン・ホイ
ットニーの U検定にかけ、日本語母語話者と
英語母語話者との間で知覚している速度に
有意な差があるかどうか検討した。 
  
(2) 次に、英語は「速い」と日本人に感じさ
せている要因を以下の６点であると仮定し、
それらを検証する実験を行った。 
①ポーズの配置の違い（ポーズが分散されず
まとめて置かれる） 
②リズムの違い（モーラリズムではなくスト
レスリズムである） 
③音節構造の違い（子音が連続する） 
④音節数の違い（短い単語が多い） 
⑤調音の違い（発音がくずれて音形が曖昧に
なることが多い） 
⑥単語親密度の違い（知らない単語が多い） 
それぞれの特徴をコントロールした音声

を作成し、刺激音とした。それらの音声を一
対にして被験者（30 名以上）に提示し、どち
らがどのくらい「速く」聞こえるか答えても
らった（一対比較法）。被験者は日本語母語
話者および英語母語話者（オーストラリア
人）であった。実験音は技術的に不可能でな
い限り合成音声で作成した。音声の合成には
Festival Speech Synthesis System(Black & 
Clark, 2003)というソフトウェアを使用した。
実験における音声の提示、被験者の反応、デ
ータの記録、管理等はすべて心理学実験ソフ
トウェア SuperLab およびその周辺機器を使
って PC 上で行った。データの分析には二項
検定および一対比較法による分散分析を用
いた。 
 

４．研究成果 
(1) 日本語母語話者と英語母語話者との間
で英語の速度知覚に有意な差があるかどう
かを検討した実験結果を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 上図の MES は英語母語話者、MJS は日本語
母語話者を示す。マン・ホイットニーの U検
定により、日本語母語話者と英語母語話者の
知覚している英語の速度には有意な差があ
る（p<0.001）、ことがわかった。すなわち、



日本語母語話者は英語母語話者より英語を
速いと知覚していることが証明された。 
 
(2) 仮説としていた要因の内、速さの知覚に
最も強い影響を与えていたのは単語親密度
の違いであった。その他の要因は影響はある
がそれほど強いものではなかった。一例とし
て、リズムの違いが速さの知覚に与える影響
を検討した実験結果を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 

 
 
有意な差が認められたのは4種類の韻律の

うち 1つにおいてのみであった。これでは英
語特有のストレスリズムが速さの原因とま
では言い切れなかった。 
 

(3) リズムなどの音声特徴とは比較になら
ないほど、英語の速度知覚に影響を与えてい
たのは単語親密度の違いであった。単語親密
度の違いによって速度知覚にどのような差
があるかを検証した実験の結果を以下に示
す。 
 
日本人英語中級学習者 
 
 
 
 

 
 
 
英語母語話者 
 
 
 

 
 
 
日本人英語未学習者 
 
 
 

 
 
上図のうち、Dog は単音節高親密度、

Newspaper は多音節高親密度、Duke は単音節
低親密度、Deputy は多音節低親密度の単語か
らなる刺激音を示す。 
 一般には多音節語の方が単音節語より物
理的発話速度が速い。だから、Newspaper は
Dog より、Deputy は Duke より速いと知覚さ
れるはずである。はたして予想通りの反応を
したのは日本人英語未学習者であった。とこ
ろが、日本人英語中級学習者と英語母語話者

の実験結果をみると、Deputy は Duke より速
いと知覚されたが、Newspaper と Duke との間
にに有意な差は認められなかった。つまり、
高親密度語からなる刺激の場合、単音節語と
多音節語の聴覚的な速度に差がなくなって
しまっていたのだ。単語親密度が高い刺激を
聞く場合、たとえ発話速度に物理的な差があ
ったとしてもそれをわれわれは知覚しなく
なってしまうと推測される。 
 日本人英語未学習者では、高親密度語から
なる刺激の場合も、聴覚的な速度は多音節語
からなる刺激の方が速くなっていた。この実
験結果から、学習が進んで習得語彙が増え単
語親密度が上昇すると物理的な発話速度の
差を知覚しなくなってしまうことが裏付け
られた。 
 そもそも言語による物理的な発話速度の
差は存在しない(Roach, 1998)。それでも外
国語の方が「速い」と感じるのは、つまると
ころ意味がわからないからであり、個別言語
に特有の音声特徴はさほど影響していない、
ということが明らかになった。 
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